


【開催趣旨】
本年（2024年）7⽉3⽇、津⽥梅⼦の肖像が描かれる新札が発⾏されます。梅は1872（明治4）年、最

初で最年少⼥⼦留学⽣となり、2度⽬の⽶国留学を経て1900（明治33）年、⼥⼦英学塾（津⽥塾⼤学）
創設を果たしました。その梅には、初と仙という両親と多くの姉弟妹が、また、アメリカには我が⼦の
ように育ててくれたチャールズとアデライン・ランマン夫妻がいました。⽗・仙は1867（慶応3）年に
訪⽶しており、1874（明治７）年にアメリカ⼈⼥⼦宣教師と共に創⽴した⼥⼦⼩学校（その初代⼊学者
に梅の姉琴、弟元親と次郎、仙の妻初を含む。⻘⼭学院の源流）の校主でした。
本イベントの⽬的は、新札発⾏と⻘⼭学院150周年（11⽉16⽇）を記念するとともに、津⽥ファミ

リーストリーを近代化⽇本と⽇⽶関係史の観点から理解し体感していただくことです。
少々⻑時間のイベントですが、ご家族やご友⼈をお誘い合わせの上、ご来場ください。

プログラム

■受付開始（会場）︓10:30〜■
※早めにご来場の上、展⽰、時代⾐装試着（有料）、軽⾷をお楽しみ下さい。
仙ゆかりの飲⾷品（有料）を⽤意しています。但し、ホール座席でのご飲⾷は固くお断りします。

【開会】12:00〜12:15︓プログラム説明と開会挨拶

u 講演1: 「津⽥（旧姓⼩島）仙の⽣まれ育った佐倉藩と藩校成徳書院」
外⼭信司
（佐倉市⽂化財審議会委員、千葉市⽴郷⼟博物館総括主任研究員、佐倉藩・千葉の地域史研究者)

u 講演2: 「津⽥初の実家、津⽥（⼩島）仙の実家、初と仙の⼦どもたち」
津⽥道夫（初と仙の曾孫、⼯学博⼠、津⽥ファミリーヒストリアン）

u 講演3: 「津⽥ファミリーの⽇⽶関係」
飯野正⼦（津⽥塾⼤学元学⻑・前理事⻑、⽇本アメリカ学会元理事、津⽥塾⼤学同窓会会⻑）

〈休憩︓13:30〜14:20〉

u 講演4: 「梅をアメリカで育ててくれた“⺟と⽗”」
飯野正⼦（同上）

u 講演5: 「もうひとつの近代化を⽬指した教育者・社会運動家としての津⽥仙」
⼩林和幸（⻘⼭学院⼤学⽂学部部⻑教授、⻘⼭学院研究所所⻑）

u 講演6:「⽇本最初の農学校 そこで学んだ岩⼿県出⾝新渡⼾道郎と三⽥義正」
藤井茂（岩⼿新聞元社会部⻑・編集委員、新渡⼾基⾦理事⻑）

〈休憩︓15:35〜15:55〉

u 上映: 「勝海⾈と津⽥仙︓クララ・ホイットニーの⾒た義⽗とその友⼈」
ダグラス・スティフラー博⼠講演（ケーブルネット296が2023年11⽉に放送）

u 講演7: 「津⽥仙から21世紀に⽣きる私たちへのメッセージ」
柳⽥和⾳（佐倉市⽴⼩⽵⼩学校卒業、普連⼟学園中学・⾼校卒業、お茶の⽔⼤学歴史専攻2年）

【閉会】16:45〜16:55︓閉会の挨拶

【会場での展⽰⾐装例】（試着体験︓⼀部有料）
津⽥仙・梅⼦なりきりコーナー

Ø 仙の江⼾湾警備時の砲兵隊員制服
Ø 仙の遣⽶使節随⾏時の洋装
Ø 梅の幼少期アメリカ留学時のクリノリンドレス
Ø 梅の⿅鳴館バッスルドレス

【パネル展⽰】（佐倉市教育委員会）
佐倉市の市⽴⼩中学校34校で、本年4⽉26⽇に提供された
「津⽥仙の給⾷」メニューとレシピを紹介。

【会場での飲⾷類】
1. 仙のおかずおにぎりセッット （オプティミストビーガン/佐倉）
2. 仙の野菜サンドイッチボックス（ブーランジェリーカズ/佐倉）
3. 仙の賑わいメンチカツ （中華レストラン みろべー/佐倉）
4. 仙の林檎ジュース （三⽥農林/岩⼿・盛岡）
5. 仙の甲州⾚ワイン （原茂ワイン/⼭梨・勝沼）
6. 佐倉の銘茶（冷緑茶） （⼩川園/佐倉）
7. カシューナッツ梅塩 （たか⻑/⼤阪・堺）
※すべて限定個数提供ですので、売り切れの場合はご免ください
※販売物、展⽰内容、プログラム内容は変更になる場合がございます。

【主催者公式HP】

佐倉江戸明治キャンペーン（CSYM)
https://sakurasamuraicultu2.wixsite.com/sakura-edo-meiji-cam/blank-1

【第2セッション】
14:20 〜15:35

【第3セッション】
15:55 〜16:45

【第1セッション】
12:15 〜13:30


